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ブラウニングの「チャイルド、ロー
ランド・暗黒の塔に到達せり」は果し
て寓話詩であろうか。(その二)
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はじめに
前回の紀要日においては,上記表題の詩の成立の過程と,詩の内容そのもの
の解釈に重点をおいて述べたのでもし参照いただければ幸である｡今回は此の
作品に対する多数の研究者たちの意見や批評を紹介しつつ,問題点に答を出し
てみたいと思う｡
先ず最初に,日頃よりプラウニングを尊敬し,彼の詩を愛読し,研究してい
たJ.T.Nettleshipの論文にスポットをあててみよう.彼はChldeRotandに
関して24頁にわたる長いエッセイを書いている｡しかし彼は当時の思想的な風
潮の高いうねりの頂点に立っ詩人としてBrowningの宗教性と道徳性を強調し
すぎる嫌いがあると言われ,かなり酷い批評をうけている｡たしかに彼は此の
作品に教訓的な色づけをしすぎたため,読んでいるうちに強制されているよう
な煩わしさを感じさせられる時がある｡しかし深い宗教的洞察力をもって,精
密に作品を研究しているので部分的ではあるが参考に供したい｡
Nettleshipは冒頭にGeorgeEliotの"Thewordsorgeniusbearawider
meaningthanthethoughtwhichpromptedthem."t2)という言葉を掲げて
(1) 信州豊南女子短期大学紀要第9号
(2)と(3)a.T.Netleship;Rober･tBT･OWnL'ngEssaysandThoughts(Charles
Scriber′ssons,NewYork,1895)p.89.
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いる｡誠に含蓄のある彼女のこの言葉によって彼は大いに励まされたに違いな
い｡Nettleshipが自ら言っているように,彼は長い間,注意深く研究を重ねて,
ChildeRolandを通して詩人がいかなることを世の人々に伝えようと考えてい
たのか,その内容を知りたいと努力して来た｡しかしBrowning自身がこの詩
には全くalegoricalな或いはmoralな意味を含めて書いていないと,否定し
ているからには全くとりつく島がなく,努力は徒労に帰してしまったかに思え
た｡ところが,"-,thepassageabovequotedseemedtosoundinmy
earslikeapossiblehelptointerpretation.'H3'と彼が告白しているように,
Eliotによって視野が開け,勇気づけられた｡そして彼は天才的な詩人が駆使
する無数の豊かな言葉は,詩人自体の思いを乗り越え,彼自身が気付いていな
いかも知れない思想を披涯している可能性もあり得ることを察知することが出
来たのである｡更にそれを確信せざるを得なくなった理由を,今取り上げてい
るChildeRoland(というromance)に当てはめて彼は次の如く論じて行く｡
- thepresentromanceissofulofsuggestivenessandpossibility
ofsecondmeaningthatIshouldnotreeljustifiedinpasslngitby
insilenceorwithnomorethanaslightcomment.
つまりNettleshipによればこの詩にはあまりにも,暗示的な示唆に富む要
素が多く,言葉の裏にかくされている別な,第二の意味がある可能性が強いと
言うのである｡それ故,それを見逃し,等閑に付すのは妥当ではないと考えた｡
そのため詩人が意図的に詩の中にある思想を内蔵させたか,否とにか わゝらず
Nettleshipはひたすら,この詩に含められている真の意味の探究にかゝったの
である｡
前号では各節の解説の外に全詩の概要141をのべて置いたが,Nettleshipが此
の長詩の中のどの点に重きを置いて読んだか調べておく必要があるのでみてお
こう｡
(4) 前号page6参照｡
長い1日が終りかけた日暮れ時,歩き疲れた1人の若い騎士がふと足を止め
ると,その公道から日の没する方に向う細い見知らぬ道にさしかゝっているこ
とに気がついた｡彼は不思議な訳ありそうな暗黒の塔 (theDarkTower)を
発見するために組織立てられた騎士団の中の生き残りの最後の1人であった｡
彼の同僚は皆死に絶え,多くのものは節操なき不達の者になり下がってしまっ
た｡彼は重い暗い気持になって,仔みながら,日の没する道に進むべきかどう
かと思い悩む｡その時彼は前方にいる1人の年老いた白髪の,気味の悪い,政
の老人に気がついた｡そして暗黒の塔への道をたずねた｡老人は無言のま ,ゝ
意志の悪い目付きで西方を指し示した｡その奇怪な老人は彼のいうことを騎士
が信じないでいることを察して,内心の喜びをかくし切れぬ様子であった｡し
かし騎士は今更暗黒の塔を捜すあてがないので,老人の示す小道に入って行く｡
た 同ゞ僚の騎士達が失敗して,亡び去ったその轍の跡を踏まないで,今までの
苦しい長い探究の旅を早く終え,世を去りたいと願うばかりであった.
ところが彼が小道に入ってすぐ,疑いの目をもって後を振りむいて見た時,
かの老人の姿も,広い公道の姿もかき消えてしまっていた｡前方にはた 地ゞ平
線の彼方まで続く荒涼とした灰色の原野と夕暮とがあるのみだった｡それで彼
に出来ることは前進のみであった｡ (ChildeRoland前号Ⅸ節参照)
原野は草木の殆どない不毛の荒地で.大自然の中にあるものは,窮乏と遅鈍
と嫌悪だけであった｡騎士が荒野に入って以来,自分以外に見た生物は,やせ
衰えて,まるで知覚を失って,硬直したように沼地に立っている盲目の1頭の
馬であった｡彼にはどうしてこのような馬がこ にゝいるのか皆目見当が着かな
かった｡ (Ⅹ～ⅩⅢ節参照)彼は荒野で目撃した身の毛がよだつような数多の
光景に恐怖でおののきながら,我に帰り,過去の同僚たちのことを回想してみ
たが,やはり彼らの信義なき不誠実さが思い出されるばかりであった｡彼は蛋
い足を引きずりながら前進していると突然小さな黒ずんだ川が激しく泡立ち流
れているのに出合った｡ (ⅩⅨとXX節参照)病的なまでに恐怖に襲われ続け
て来た彼ではあったが,どうしても歩いて川を渡らねばならなかった｡彼は1
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足進む度に,川底にいるかも知れない死人の顔を踏みつけはしないかとおのの
き,川底にある窪みを槍先でたしかめている晩 刺した水鼠の声が赤児の悲鳴
のように聞えたり.して彼を脅かした｡それでも彼は辛うじて向う岸に辿りついた｡
ほっとする間もなく,彼は何者かによってその地が野蛮な戦の巷と化し,残
虐な死闘と殺教が繰り拡げられたであろう場所に立った｡しかしこの地に踏み
込んだ足跡も,出て行った足跡も残っていなかった｡(ⅩⅦ～ⅩⅩⅡ節)｡それ
ばかりでなく,更に前進した時,想像しただけでも,彼の身の毛を逆立たせ,
絶句させるような恐ろしい,人体を責めさいなむ刑具が,人目に着かぬま 放ゝ
置されてあるをみた｡ (ⅩⅩⅣ節)何故に?と彼はおののく｡
それから彼の旅はかつては森であったと思われる所へと続く｡その森は荒れ
果て 全ゝく精気がなく,何の役にも立たないむき出しの土地になってしまって
いた｡あるのはただ汚れた沼や粘土や瓦疎や砂,それに赤くただれて黒ずんだ
腫物のような苔が生えているというような無残な姿であった｡騎士には最早希
望らしいものは見えなかった｡行けども,行けども道はなく,どこからも援助
の手は与えられそうになかった｡その時ふと,大きな黒い鳥が羽を拡げて彼の
頭上かすめ,帽子を払いのけて行った｡とっさに彼はそれは案内人かも知れな
いと思った｡
しかし落ちついて良くみると,今まで薄暗がりの中にあった荒野の姿はなく,
粗雑な高い山 .々が周Bflを取り囲んでいた｡文字通り袋の鼠同然になったと気付
いた騎士は脱出を試みたが無駄であった｡彼は自分の上に何か悪い企みが秘か
に振りかゝっているのを感じ,悪夢にとりつかれているおもいがした｡自分が
これからどうなるかは神様のみが御存じだ｡昆にかゝってしまっては,これ以
上進むのは無理だとあきらめた｡すると突然熱い刺すようなものが鉢にあてら
れたように,ある考えが頭に閃めいた｡前方にみえる2つの岡,その真申にあ
るのが,自分が長い年月の問,苦難に耐えて探し求めていた塔そのものである,
と知らされたのであった｡ (XXX～ⅩⅩ氾節)
沈みかけた太陽の残光がパッと塔の裂け目を通して赤く輝き,今まで聞こえ
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ていなかったと思っていたベルが一層高らかに鳴りひびき始めた｡騎士の耳に
は自分と同じように,quest(探究)の旅に出かけた同僚の騎士達の氏名や彼
等の生前のすぎし昔のことどもを鐘の音が伝えているのがよくわかった｡死せ
る同僚たちは今,旅を終えて暗黒の塔に辿り着いた最後の1人であるChilde
Rolandがどんな様子でやって来るかをみようと集って来て,輪になり,上の
方から彼を見まもっていた｡ChildeRolandは勇気を奮い起して口にらっばを
当て. 'ChildeRolandtotheDarkTowercame"と高らかに告げた｡
あくまでもこの詩を"Fantasia"(幻想詩又は想像詩)或は"workoffancy
basedonpicturesqueimpressions"と考えることをよしとしないNettleship
は次の如く,自己の主張をはっきりのペて論を展開していく｡ S`uchisthe
storytoldbythisterriblepoem,everywordorwhichseemstospeak
ofoneorthosedeephidunspokentragedieswhichconvulsetheintelec-
tualandmorallifeofmanhereandthere."15)彼はこの詩を1人の人の
一生の旅路をあらわすalegory(寓意物語)と考えざるを得なかったらしく,
Wm.ClydeDeVaneが"Forsomeortheelaboratealegoriesworkedout
ofChildeRolandseetheessayuponthepoem inT.A.Nettleship's
EssaysandThoughts"(61と推奨しているように,実に念入りな紹介の仕方を
している｡Nettleshipは,詩自体と直接的には全く関係がないかの如く思われ
る人の一生,つまり幼年時代から少年時代を経て,青年騎士として旅立ちする
に至るまでの精神的成長過程が詩の中に盛り込まれていると説く｡一見無駄な
遠まわりをしているように思われたが注意深く読んでみると,若い青年騎士が
重大なquestの旅に出かけた時に遭遇する様々な苦難や戸惑いの原因が良く理
解出来るので,決して無駄であったとは思えぬ｡それで本論文ではその主なる
(5)J.T.Netleship;ibid"p.94.
(6)WiliamClydeDevane;ABrowningHandbook,(F.S.Crofts&Co.
NewYork,1935)p.206.
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部分だけ初めに要約したい｡気の早い多くの読者はBrowningが詩を書き始め
た時点からすぐ内容の吟味を始めて良いと考えるかも知れないがやむを得ぬ｡
Nettleshipの論文を読むにあたり,我等が留意すべきことは,彼が宣言して
いるように,彼はキリスト教信者であるということである｡従ってそれがこの
詩を考える拠点となっていることは言うまでもない｡彼によれば人は普,この
世を良くも,悪くも,生きて行けるように,それぞれの特性や特質を授けられ
ている｡幼児は輝やく光の中で物を見分け,天より聞こえてくる美しい音色を
聞き分けることが出来るようにされている｡子等はみな神のみたまの祝福によ
り悪から守られている｡少年時代には悪の影響力に抵抗出来る強さが与えられ
ているが,青年期になると,所謂 ｢悪魔の働き｣に負けて,傷っけられ,損な
われてくる｡しかしそれは一時的なことであって,彼は天の助けにより,遅かれ
早かれ,天地の不思議に気がつくようになり,物思う時が訪れ,ひいては崇敬
の念が養われてくる｡この崇敬の念を持つようになると,それは悪を拒む盾と
なり,彼の進む道を照らす光となるであろう｡人生の歩みを一歩ずつ進むにつ
れ,若者の思考や想像力は発達し,霊の視野も広くなり,彼の進路は美しく輝
き,希望に満ち溢れてくる｡此の頃になると自己意識が芽生え始め,もはや彼
は根無しの放浪者でなくなる.次に彼に付与されるのはJLlから湧き出る知識欲
である｡くめどもつきることを知らぬ知識の探究欲｡それはどこからくるのか,
それがなぜ与えられ,何のためにそれを用いねばならないのか,自問しながら
彼は空を仰ぐ｡すると彼は名も知れぬ不思議な霊の如きものが,彼の真上の
空高さ所で動いているのをみる｡彼は畏敬の念に襲われ, T`heSpiritor
God!"(これこそ神のみたま!)と初めて神を認識することが出来る｡その
時の青年の感動をNettleshipは次の如く伝えている｡"Godbecomesalin
altohim;heknowsnothowitis,buthereelswithinhim thatitis
Godwhogavehimtheseattributes,andnotknowingnomorehestra-
insinagonyforafurtherknowledge."`7'青年は与えられたたまものをどん
(7)J.T.Netleship;ibid.,p.99.
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な目的のために用いるべきかを考え抜いた末,やはりそれは神のみの秘事とし
ておき,自分は与えられた判断力によって善処し,神からゆだねられた責任を
果すしかないと思い定めた｡
長ずるに従って,若者は自己に閉じ篭ることをせず,理性的な正しい判断力
をもって,世の人々と交わらざるを得なくなった｡そして色々様々な複雑な社
会生活を経験しているうちに,人々と異なる自分自身の道を求めて進み,別れ
別れになってしまった｡遂に成人して大人になったこの男は一人ばっちになり,
他の人々が追い求めて失敗し,挫折したその道を一人で辿ることになった｡
そうしているうちに,その男の人生から神に関する観念が薄らぎ,遂に消え
去ってしまった｡精霊が彼が進む小道にあらわれ寄り添うこともなくなった｡
彼にはもう昔の栄光に輝やいていた若き姿はなかった｡折しも神より声があっ
て, ｢汝の長い人生の旅路を今まで私は導き,正義観と道徳心,理性を付与し
て来た｡それで汝は同僚から尊敬と愛をうけ,友達から幸いの日にも,不辛の
日にも,恩恵をうけて来た｡しかしもう今から汝は自分のことは自分でせねば
ならない｡｣と申し渡された｡男は自分がどれ程多くの人々から恩恵を被った
か知れないのに,過ちや欺塙のみちた生活を送って来た｡それ故,すべての救
いの手は彼から取り除けられてしまった｡今はもう自らの足で立ち,孤独に耐
えて行くより外に道がない｡慰はどこからも来ない｡た 噸ゞ笑の声が反響する
ばかりである｡神はその姿を雲の後にかくされてしまった｡彼は神の居られな
い世界を想像しただけでも心細く恐ろしい｡今こそ自分の勇気が試される時が
来たとさとった｡Nettleshipはこの男の消息を次のように述べる｡
"Andnow,whenaltheseaidsaregone,andheisrealyleftto
relyonhimself,comesthetimewhenhismettle'istriedindeed":8'
しかしNettleshipはこの時でさえ神はこの男に救いの手を差しのべたく思
い,遠くから彼に愛の眼差しを向けていたとのべている｡ともあれ,この若者
(実は騎士自身)はこれからはもう何ものに対しても,怯むことなく,例えそ
(8)ibid.,p.102.
れが失敗に終ろうとも,勇気を鼓舞し,挑戟し,前進するよりすべが全くなかっ
た｡
かくして決意を新にし,quest(探求)に旅立ったChildeRolandではあっ
たが,やはり道に踏み迷い,故の白髪の老人に進むべき道を尋ねたのであっ
た｡その老人の風采や様子からみて,嘘を教えているらしいと疑って,不
安になった｡しかし彼は失敗するかも知れないと恐れつつも,指さ れゝた小道
に入って行った｡Nettleshipはこ でゝ,"- nomanAchievesanendwith-
outfailurefirst,the.moredisastrousthebetter.叫 9)と私見を述べている｡
彼によればRolandは老人の姿を見ただけで理性で判断し,疑ってかかったー♪
こ でゝ彼は間違いを犯した｡つまり彼は天賦の理性を働かせて"unbelief"の
罪を犯したと言うのである｡彼は屈されたと思っても老人の指示を信じ,案外
それは真の道に通じるかも知れない,と考え直して前進したのだったら,不安
と絶望にかられ,死んだ方が増しだとは思わなかっただろう｡この次点でRo-
landはquestのpurpose(目的)がわからなくなってしまったとNettleship
は次のように説明する｡
Hisfailuretousehisfaith,hisfailuretoseethegermoftruth
inthelie,ispunishedatonce;hissaferoadisgone;hestands
blankandpurposelessinagreyplainofchaoticdoubt.Hisfaith
gone,hispowerorbuoyancyisgone,andhispowerofreasontoo.
Heisleftattheendofhisday,withthatgreyplainalround
him,･･0
というわけで,彼は前方はるか彼方に拡がる中世紀的な,古代的な残骸の中
i,全くの助けなく,沈み行く真実なる太陽 (sunoftruth)の残光を見当て
に歩を進めることになった｡しかしこのように,残酷な民にかけられたように
見えても,"purf!OSeOfGod"は必ずある筈｡彼は"love"と"beauty"を除い
(9)ibid.,p.104.
uO)ibid.,p.104.
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て"judgement,moralsense,reason"のみを携えて,今までの過去のすべてを
棄て去り,新らしい価値ある一生を自分の責任で切り開かしめられることになっ
た｡これは愛の神がいとし子を,より良くするための恩召しであるとNettle-
shipは強調する｡そして更に自個流の論を展開していく｡
しかしRolandはloveandpleasureを置き去りにして来たので彼の世界は
"purposelessanddead"に思われ,希望がなくなってしまった｡彼は過去の
破滅の中に立って,悲しみと荒廃をもたらした浅虐行為や理不尽の跡をまざま
ざと見せつけられる｡しかし彼はなぜそれらの行為が行われたか,の原因に就
いては,知らされないま ,ゝ隠されている｡Rolandは彼に授けられている想
像力と論理的考察力と同情心を結集して,ひるむことなく,原因の解明のため
努力をせねばならない筈である. そこでNettleshipはsinとsufferingの
traces(跡形)の例として,穴や裂け目をつけられた黒ずんだ羊蹄 (ギシギシ)
の固い葉 (bruisesonthedock-1eavesnD)を取り挙げ,問題解明の一つの糸
口を手繰ろうとする｡そして彼はこの羊蹄のもつ重要な意味を説明する｡
Rolandは踏み荒らされた植物や羊蹄の様子を目のあたりに見て,彼の昔の
同僚達が気まぐれに面白半分にした,取るに足りない,たいして害にならない
と思ってした多くのいたずらが,どんなひどい悪影響となって残っているかを
痛感させられねばならなかった｡いかなる些細なことであっても,危害を加え
ればそれは不正であり罪であり,許されるべきことではない｡傷っけられたど
んな卑しいものでも,いっかは自分達にとって大切な関係のあるものであるこ
とが理解出来る時がくる｡丁度Rolandが今荒野の中で体験 しているよう
に,とNettleshipは考える｡
Nettleshipが約百年前にBrowningのChildeRolandを通 して,予言めい
た警告を感じ取って次のように述べているのに筆者を驚かされた｡"･･he
al)Sir,F.G.Kenyon･,(withintroductionby),TheWoT.hso/Robert
BrowningICentenaryEditionInTenVolumes,(AmsPress,Inc.,
NewYork,1966)vol.3,p.408,st.XI.
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(Rolandのこと)istaughtthatnotthemeanestthingcanbeinjured
nowwithoutsometerribleresult,suchasthistotaldesolationround
himinsomefarofffutureage."qaこれはまさに現代世界が問題にしてい
る環境破壊による地球及び人矯滅亡に対する警告のさきがけの一つであると考
えるのは行きすぎであろうか?Browningはあくまでもこんな倫理的メッセー
ジをもって書いたのではないと言っているが,やはり大詩人はある意図をもっ
て書いたものではないとしても,我々に考えさせる問題を,Nettleshipがいう
ように提供することがあると思う｡
次にRolandが出合った盲目の椿せ細った一頭の馬のイメージ (st.XⅢと
ⅩⅣを参照)は何を象徴しているとNettleshipは言うのであろうか｡彼によれ
ばRolandは勿論第-に,人間にこき使われた末,放り出された哀れな馬の姿
をみて,飼主の罪の深さを思ったであろう｡しかしそれはかつての日には威圧僅々
たる馬であったかも知れないが,今は嫌悪の念を起こさせる程の醜い姿になっ
たのは,余程罪深い悪馬であったとも疑われた｡更にこれは又.大望と熱情に
燃えていた昔の騎士自身の失意落臆のなれの果ての罪深い姿の象徴とも思われ
て来た｡彼は自己嫌悪に陥入ったが,これは一面祝福につながる道でもあり得
た｡つまり彼は再び勇を振い起こし,失意の泥沼から抜け出られているから｡
Rolandは旅を続けているうちにふと昔の同僚達のことを思い,元気を出そ
うとした｡しかし A`las,oncemorehehaslostfaith;heonlyremembers
theirsins,andnotalthehelpfulfelowship,･･"廿'(st.xⅥとⅩⅦ参照)
とあるように,彼は彼等から罪の意識以外の何ものも得られなかった｡"Better
thispresentthanapastlikethat;/Backthereforetomydarkening
pathagain!"(st.XⅧ)彼はもはや過去のいまわしい死せる者のことはいっ
さい忘却の彼方に押しやり,幼子の如くなって,人に頼らず一人で ｢今｣を生
き抜こうと決意を固め,薄暗がりの小道を歩いて行く｡
uZla.T.Netleship;ibid.,p.106.
(13)ibid.,p.107.
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しかるに突然,予想もしなかった小川の流れに彼はでくわす｡一体これは何
をRolandに教えようとしているのかNettleshipは思案する｡そして
That s`uddenlittleriver'symbolises,perhaps,thestream ofa
greatcalamity,whichhaspitilesslygoneitscourse,unheedingthe
criesandentreatiesofthepoorhumanbeingswhowereruined
byit,- (p.107) (st.xx参照)
と推測する｡Rolandはこの川の流れにおそれをなして,身の毛の逆立っよ
うな幻影に脅かされた｡Nettleshipに言わせればRolandはこゝで又 f`aith'
を失くしている｡彼は陰険に見える川の様子にこだわらず,それを無視し,
堂々たる信念を持って川を渡 って行 くべきだった｡Nettleshipは"This
riverisagalnaSymbolshowingthatamanmustnotstoptospeculate
intheabstractonmisfortunesorsinsofwhichheknowsnotthe
cause:"と述べ,つづいて -` anyleastsinorhisownmay,beginning
asathreadofwater,Sweltoastream asterribleanddeathdoingas
this.'(p.108)とその川の持つ道徳的な意味に注意を促している｡
これまでにRolandに与えられたsignは抽象的な事柄や出来ごとばかりで
あったが,これからは彼と直接関係のあるquestの旅に関わりのあるものとなっ
て行く｡不思議な意味ありげな川を渡り切って後,彼は彼の同僚たちが過去に
辿ったと同じ道を歩きはじめた｡疑いもなくそこには彼等のなしとげた業や失
敗の跡が歴然と残されていた｡Rolandはもまや彼らと同じ失敗をくり返すわ
けには行かなかった｡彼は彼が目撃した移しい足跡や戦いの痕跡をみて途方に
暮れてしまった｡ (st.XXIとⅩⅩⅡを参照)同僚たちはいかにしてこの地に来
たのか,戦いの相手は何者であったのか,同僚たちのquestの達成は間近であ
る筈だったのに,何が目的の戦いだったのだろうか｡ともあれRolandは挑戦
された時の用意のため,帯を締め直す必要を感じて身構えた｡Nettleshipはこ
こで用いられている痕跡について次のように言う｡ "- thetracesorthat
struggle,withnofootprintstoorfromthem,areasymble,too,orthe
ll
effectsonaman'sselfofhispastsins,whicheffects,inhislife's
journey.- (p.108).それ故,人は絶えず,どこから来るのかわからない,
えたいの知れない恐怖心におそわれる｡彼はどんな戦いを誰れとして,勝利を
得たのか,又敗北を喫したのか,全く記憶していない｡たゞ目前に見るのは踏
み荒された乾いた荒野だけである,Roland(?場合のように｡Nettleshipは更
に T`hesetracesalsosymbolisethemarksonanotherman'sfaceof
mentalstrugglehehasgonethrough,-"(p.109). とつけ加えている｡
人はそれをみてその人が失敗した轍の跡を再びくり返すまいと,方法を考える
ものであるという｡
それにもか わゝらずChildeRolandは彼の同僚がどんな苦痛を味わったか,
十分に知らされていなかったらしい｡だからⅩⅩⅣ節にみられる残酷な拷問用
の責道具をみて彼は恐怖におのゝくばかりであった｡Nettleshipはこの道具は
"-symbolises,perhaps,Somegreatdistresswhichhappenstoeveryman
inturn,andwhichhadhappenedtoeachandalofhiscompanions-
thedistressoflove,orruin,ordeathoffriends."(p.109). と述べてい
るが,筆者には少しこじつけがましく,とっぴな考え方であると思われてなら
ないOしかし彼はこの様な道具はいっ,いかなる時に人を襲うかわからないの
で,怠りなく,心の備えをしておくべきだとRolandに Browningは暗示を
与えていると思っているのかも知れない｡それでも一方ではNettleshipはⅩⅦ
節からXXⅣ節までに,別な第二の意味があるとも述べている｡即ち"Perhaps
theyaremeanttoshowinalitsbaldugliness,atoncethecauseand
effectofsomemonstrousschemeoftyranny,orevenofsomeend
proposedasgood"と｡以上にのべたRolandの生涯に直接関係のある事柄
を総括してみれば,結局すべての imageもeventも "meanttowarnthe
mantolookintohimself,andmakeuseofhisownpurityofintent,"
(p.110)と Nettleshipは考えていたことがわかる.従ってこの長篇の詩の中
に現われるいかなる出来事も,いたずらにRolandの心を圧迫し,小心になら
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しめようとするものでなく,以下に彼が述べるように重大な忠告と警告の意を
表すものであると言う｡
-theyweremeantnottoweighhisspiritdownastheydid,but
toshowhimthefulandawfulsignificanceorfailureinitswidest
senseormistakingthetruthofanend;inanyeventtheywere
meantaswarnlngSOfthepossibilityoftherebeingsomewherea
brakewhichwasnotrustedanduseless,grounduntrampledyet,
tobethesceneofasecondstruggle,distress,orsin,whichmay
happenyet,beaspureandpreparedaswemay.(p.110)
それでXXⅢとⅩⅩⅣ節に見られるが如き恐怖に満ちたimageやeventを
Rolandの行く手にBrowningは並べ立て ,ゝ心の武装解除を決してしないで,
絶えず身構えて用心せよ｡何時いかなる時に災が振りかゝって来るかも知れな
いから,と諌めているのだ,と解釈する｡
ⅩⅩⅤ節に入ると疲労困思してしまったRolandが,全くなすすべもなく,
荘然と荒れ果てた,むき出しの地に立っ姿がみえる｡そこには汚い沼や瓦疎や
粘土等が山と積まれてあるばかりで,昔の豊かな実りの姿の跡形もない｡これ
は士気阻喪の故に土地を耕すことも出来なくなった国や個人のなれの果ての姿
を象徴しているのだとNettleshipは確信する｡
次にRolandの前に現われたのは忌まわしい,ぞっとするような色と形をし
た,腫物のような苔頬が,大自然の拙劣なまがいものとなって,荒れ果てた大
地を覆っている姿である｡Nettleshipはこれは失望落胆の末,落ちぶれた人間
や国が,けばけばしさや飲酒に溺れて,人生における寸時の慰めを得ようとし
ている姿のsymbolであると言う｡
行けども,行けども,旅は果てしなく,夕闇は四方より忍び寄るばかり,助
けはどこからも来ず心細くなってしまった｡Nettleshipによれば "Roland
havinglostfaith,isnotabletoseethesignificanceofthesethings,-"
(p.111)というのである｡それ故に彼は過去の悲惨なこれらの s`ign'や
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s`ymbol'に出合っても,用心しなければ彼自身に何時このような災が振りかゝ
ってくるか知れないことを悟らないでいる｡すると急に大きな黒い鳥が,何か
の前触れのように音もなく飛んで来て,さっと彼の帽子を払いのけて行った｡
この黒鳥は単なる神話的存在でなく,人の内なる心に,痛ましい災難が近づい
ていることを予知し,指示を与える役目を帯びているもののsymbolであると
Nettleshipは考える｡それでもなおRolandはこの予知に対して無頓着で無視
を続けていたので,かちっという音を聞くと同時に,洞穴の中に閉じこめられ
てしまった (ⅩⅩⅨ節)0
Nettleshipはこ にゝ至って重大な問題を突き付けられた｡読者もこれから
Rolandがいかなる戦をして,ここから抜け出るかを怖れをもって見守ること
になる｡RolandはBrownlngによって "thebruisedplants,theblindhorse,
thefalsefriendsofthepast,thewrathfulriver,thebattle-ground,the
torture-engine"等を見せられ,その恐ろしさを経験させられたが,これは彼
のために何の役に立っというのだろうか｡それらは皆彼の記憶の彼方に薄れ
去って,無に帰すのであろうか｡"Whatisthepastirhecannotuseit?
Whatarehisownsinsirhecannotlearnbythem toavoidevi17'(p.
111)と,さすがのNettleshipもこ でゝ当惑せざるを得なくなった｡Roland
は自己や他の人々のためになる清さ,あるpurpose(この目的の象徴が "The
tower"だとNettleshipが考えていたことは明らかである)のquestの旅に出
た筈であった｡しかしそれを果すことが出来ないうちに何故捕われの身となり,
恐ろしいわなに掛ってしまったのだろうか｡彼は突然 "Thelightortruth
(thesunset)"に照らされて,自分が間違った生き方をずっとしていたこと
に気がつき,幻滅の悲哀の虜になってしまう｡
しかし神は彼をすてたまわず,彼の中に本来的に植え付けられている勇気を
呼び起こし,彼を取り閲むevilに立ち向わせ,絶対絶命の窮地から立ち上が
らせてくれる｡今こそ,"Thenindeedisthetimetotrytheman'swhole
strengh."という性根場に立たされた｡その結末をNettleshipは以下の如く自
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信をもって力強く述べる｡
Forgottenpledgesanddevilishtrapsareasnothing;solongas
lireremains,thegloryorconquerlngtheconsequencesordefeatis
greaterthanthegloryofabloodlessvictory.Amanmaygoon
railinguntilaltheworld'sjudgmentsaysheislost;Godhasnot
losthimlntilthemomentordeath;- ifhebringshiscourage
tothebreach,- Godwilcometohim,thebattlewilbehis
own,-thehorrors,wilsinkintonothingness;thegreatpurpose
wilbewon;andasinhisgoldenchildhood,Godwilbealin
al.(p.112)
●●●●●●
Rolandは自己の敗北を認めた上で,それにこだわらず,命のある限り前進
を試みた｡その時神は,彼の許に来たり,救いの手を延ばし給うた｡その時に
こそ,かつてのquestに旅立った時の目的の大願は成就し (塔に到達し)幼さ
日の如く神と共にあった,とNettleshipは結論づけている｡Browningがはた
してこのようなalegoricalな意味をもってこの詩を書いたかどうかは全くの
疑問である｡詩人自身が前述のように,常に人々の問いに対し.アレゴリー で
ないと否定して来ているから｡しかしNettleshipの論文は当時かなり注目を
あびたことは事実であるらしい｡彼が論文の初に述べたように,研究者として
又一読者として,この詩から読み取らざるを得なかった意味を公表したのであ
るならば,それはそれなりに無視出来ない意義があるものと思う｡芸術作品は
往往にしてその作者の制作の意図を乗り越え,それとは必ずしも一致しない鑑
賞の仕方をされがちである｡それでもそれなりに,それには大切な意味と価値
があるものと思う｡Nettleshipのこの論文の場合のように｡
次にこの作品に含まれているアレゴリー 的要素の存在と,その価値を強く主
張したEdwardBerdoeの主張をみてみよう｡彼は1891年にTheBT･OWning
Cyclopaediaを著わして,多くの人々のBrowning研究の道しるべとなった0
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しかしその後の長い年月の間に,彼の研究成果の中に,正確さを欠いたり,解
釈の仕方にいくつかの問題点が発見されたりした｡それでも今なお,多くの示
唆に富んだ書物だ思われていることは疑いないと思う｡今回のこのChilde
Rolandに関する彼のuniqueな考え方を調べているうちに,百年後の現在に
共通するような問題の警鐘が鳴らされているのをみて驚かされた｡彼は彼の主
張を次のように披露する｡"Formyownpart,iseeinthealegory-a
pictureortheAgeorMaterialisticScience,a s`ciencefalselysocaled,I
whichaimsatthedestructionoralournoblestidealsofreligionand
faithintheunseen."4とし,旅行者であるRolandは真理の探究者である
が,蚊の白髪の老人に屈され,不正の道に入って行ったとする｡しかもその老
人は,cynicalなdestructiveなcriticであって,英国の大学や医学校や家庭の
中に居座って,若者たちを"desolatepathorAtheisticScience,"に駆り立
て 行ゝくのである｡その無神論的な科学は "Strewstheghastlylandscape
withwreckandruthlessruin,withtheblanchingbonesoranimalstor-
turedtodeathbyitse`nglneSandwheels,withrustyteethorsteel=
(p.105)そして更に又,知識にのみ傾くそのscienceは病をいやし,治療を
施することを忘れさせ,医学生たちを不正利得や収賄を追い求める者にしてし
まった｡(このような実例は当時のバリーやベルリンの医学界にスキャンダル
として度々みられた｡)そして彼らは窓も戸もない d`arktowerofknowledge'
に,到達するために行なった動物実験の犠牲になった "Toadsinapoisoned
tank,/Orwildcatsinared-hotironcage,"(st.XⅦ)をみて楽しんだ｡
次に, 詩 の中で重要 なpostを占め るの は,Thelostadventurers
であるが,彼 らは"arethemenwho,havingfollowedthisfalsepath,
haverailed,andwholookeagerlyforthenextfoolwhocomestojoin
thebandofthelostones."を意味すると言うO又詩の終 りにあたって
(14)EdwardBerdoe;TheP,･owningCyclopaedia,(TheMacmilanCom-
pany,NewYork,1931)pp.104-105.
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ChildeRolandが勇気を鼓して,刺肌を口に当て.高らかに,"ChildeRoland
totheDarkTowercame.〝と吹き鳴らした目的について次のように解釈を
加える｡ "- hedidsoasawarningtoothersthathehadrailedinhis
quest,andthatthewayortheDarkTowerwasthewayordestruction
anddeath."そして彼は彼のこのcommentに対 して多くのcommentators
が同意見であることを付け加えることを忘れていない｡それからRolandの研
究に関するこの論を閉じるにあたりBerdoeが "Ihavegoodauthority
forsaying that,hadMr.BrownlngSeenthisinterpretationorhis
poem,hewouldhavecordialyaccepteditasatleastonelegitimate
explanation."(p.105)と自負の念をちらりとのぞかせているのはいかにも
彼らしい｡
Berdoeと異なる立場に立っNortonB.Crowellは"Berdoe'ssuggestionis
anotableexerciseinsustainednonsense,anadmirableequipoiseor
imperceptionandprivatebias.川 と酷評する｡Browningが生体実験や生体
解剖に大反対であったことは事実であり,動物保護会の副会長にもなっていた｡
しかしだからと言って直ちにこの詩の中に a`nti-vivisectioniststatement'
があると断ずるのは不可能であると述べている｡そしてDavidV.Erdmanも
'Browning'sIndustT･ialNightmaT･e"(PhilologicalQuarterlyXXXVl,1957)
という論文の中でBrowningはChildeRolandの中にindustrialismのもつ
evilsに対する嫌悪の情をっよく表わしているが,生体実験については全く触
れていないことを明らかにしている｡
筆者が前述した如くW.C.DeVaneはBrowning'sintentionorthepoem
はalegoricalなものでなく"cameuponhimasadream"と主張している
がCrowellはその説は容認出来ないと言う｡詩のテーマや簡単な内容は夢うつゝ
の時に思いっくことはあるにせよ,その詩を書く作業に従事している問は正気
n5)NortonB.Crowel;AReader'sGuidetoRobeT･lBT･OWning(Univer-
sityorNewMexiciPressU.S.A.,1972)p.142.
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であらねばなるまい.丁度ColeridgeがKublaKhanをopiumの影響下にあ
る時におもいっき,さめかけた時に書いたように｡それ故Crowelは夢のよう
に思い浮べたテーマであるからと言ってそれがalegoryではないと言えない
と考えるのである｡彼は ‥`ChildeRoland'isoneman'sjourneyintohis
heartordarkness,whereateveryturnhemeetstheunknownterrors
ofhissoul."8Qと内容を要約する.そしてこのことについてはBlackburnの
スス
RobertBrowningIAStudyofmsPoetTyを参照するように勧める｡
彼は前号に記したように,詩の主人公は,Browning自身であって,避けるこ
との出釆ない旅路にでかけねばならなかったの●だという｡Blackburnは "The
poemdescribesaman'SJOurneyintotheinteriordarknessofhimselfin
ordertoconfrontthenexusordestructiveenergywhichJungianscal
theShadow.川 と書いているが,すぐその後で "Browning'spoem,however
endsatthemomentbeforeencounter,themomentRolandblowsthe
slughorntosummonthedemonfromthetower.川 と指摘している｡そ
れで,読者はBrowningの意図がぼやけて,わからなくなることがある｡この
ため,Crowelが`･･thepoem hasbeenseenasanexpressionorBr-
owning'sownfailure'欄 と述べているのが了解出来るように思われる｡
BlackburnはBrowningの詩とJosephConradの HeartofDarkness
(｢闇の奥｣)との問にある面白いparalelを発見 している｡それについ
てCrowellが解説しているので述べておきたい｡彼は先ず Rolandの詩は
Conradの作品と同じように2つのlevelから読まねばならないという｡表
面のレベルからみれば,この詩は "isanalegoryofeachman'sjourney
throughliretodeath.,"ということになり,Browningを大なる楽天家と
思っていたcriticsにとってmostcrushingreplyとなるであろうと言う｡又
uONortonB.Crowel;ibid.,p.143
q刀と08)ThomasBlackburn;RobertBrowningIAStudyofHisPoetT･y
(Eyre&SpotiswoodeLondon,1900)p.193.
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もう一つの,そして最も重要なlevelは a`sBlackburnpointsout,itisa
studyortheindividual'smostlonelyandterrifyingJOurney-intohim-
self-thedreadjourneythateachmanmustmakebeforehecomesto
theDarkTower.Itisthetwolevels,workingincounterpoint,which
makethisBrowning'smostoriginalandpowerfulpoem -"とし.更に
"ItisaforerunnerofsuchpowerfulstudiesasConrad'sHeaT･tOf
Darkness,FranzKafka'sTheTrialand"TheMetamorphosis,"andT.S.
Eliot'sTheWasteLand."9と讃辞を提しているo
Crowelの説に従えば"ChildeRoland"は"isafearsomepilgrimageinto
thedarknightorthesoul,withhorrorpiledonhorror.Everywhere
throughthepoemisthedesperatefearofanightmarehalf-recognition
ofunknowndangerandevil,savage,irrational,implacable."っまりそヽ
れは,あたかもすべての都合のよい弁明や,合理化されたような言い訳が全く
通用しなくなった自分という者に,自分が正面から向き合っている状態である｡
(Itismanfacetoracewithhimself)"Itisthusastudyinterrorand
atthesametimeasurrealisticaccountoflire."このような恐ろしい経
験をしている時には,何一つとして人は恐ろしく思うものはないということに
注目してほしいのである｡というのは "Everyfeariswholywithinthe
soulofRoland.Henevermeetsanydirectmenaceordanger,buthe
sufferstheextremetormentsorterror,whichcomenotfrom without
butfromwithin,forthejourneyintohispsycheispresentedinterms
ofhisjourneytotheDarkTower.印だからである｡Rolandが旅の途中
で身の毛の逆立つような恐ろしい風景や,いまわしい汚れたものに出会っ
たとしても,それらはそこに初めからあったものだけで彼に何らの危害を
も加えてはいないのである｡Rolandが自分の心の中でそれらを恐れたに
n9)NortonB.Crowel;ibid.,p.144.
捌 ibidりp.144.
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すぎなかったのであるという｡
Crowellが指摘しているように TheRingandtheBoohの中でBrowning
はPopeに"Altotheveryendistrialinlire"(BookX 1.1299)と言わ
せているが,誠に人生に於いて人は皆死ぬまで苦しい災難や試練に会うもので
ある｡この事実を最もよく,恐ろしく描写してあるのは,数多くあるBrowning
の詩の中でもChildeRolandに及ぶものはないとCrowelは自信をもって述
べている｡
ついでながらCrowellが人生の不幸についてそれを二つに分けて,論じてい
る所を,少し引用し,述べておきたい｡彼は人生には二種項の不幸があるという｡
罪-は日常茶飯事の生活の苦労や不慮の災難等であるが,第二のはRoland
が経験してきたような自分自身の心の中に潜伏している恐ろしい暗いevilの
力との戦いであるとする.CrowellはかつてBettyMilerの書いた Robert′
Browning,A PoT･traitの中で彼女が Browningは "Psychologicallyunde-
velopedandtwisted,astuntedmama'sboy,Oedipalyattachedtohis
domineeringmother."と言っているのを読み,それに反論したという｡その
ことにつき彼は次のように論じている｡
IresistherattempttoidentifyChildeRolandwith
Brownlng,especialyherparticularthemethatthepoem
revealsBrownlng'sneuroticrearoffailureasapoet,
rornomancouldhavewrittenwithsuchinsightinto
thedarkforcesofthesoulwithouthavinCprobedhis
ownsoulwithuncommoncourageandmaturity.To
writethispoem,onemusthavemadethejourney,but
thisisnottosaythatthisjourneyisthroughBrow-
ning'ssoul.Rather,itisthejourneyorEveryman,and
Browningwascontenttolettheworldingoodtime
discoverhismeanlng.帆
Czl)ibid.,pp.144-5.
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実に面白い論評だと思う｡
この詩が一般的にalegoryと考えられ,いくつかのingeniousなinterpreta-
tionsが発表され, D`arkTower"はLove,Lire,Death,Truth等を象徴す
るとも言われて来た｡そのことを承知の上で,ArthurSymonsは,次のよう
に断定する｡"Butasamatterorrac上,Browning,inwritingit,hadno
alegoricalintentionwhatever.Itwasmeanttobe,andis,apure
romance.Iea
Browningは.この作品の中で彼の天才的なimaginativepowerをもって,
自由自在に,豊かな表現力と,言葉を駆使して,見事な情景描写をしてみせた.
Wm.LyonPhelpsはこの詩にはColeridgeの中にみられる w`izardtwilight'
がほのめき"Theatmosphereisuncannyandghoul-haunted:thescenery
isaseries.ofsombreandhorribleimaginings"だという.それ故これでは
到底 alegoryは書けないと説く｡"Noconsistentalegorycanbemade
outorit,forwhichfactweshouldrejoice.Itisapoem,notasermon;
itisintendedtostimulatetheimagination,ratherthanawakenthe
conscience.Andasweaccompanytheknightonhislonelyandfearful
journey,Wefeelthrilscausedonlybyworksofgenius."吻Shakespeare
の01dBaladから引用した僅か一行から,素晴らしい "Successionorvivid
picturesを作成し得たBrowningの才能のおかげで,Rolandが進み行く道に,
迫り来る闇の力を多くの読者はひしひしと感じることが可能になった｡詩の終
りに至るまでRolandが身の毛が逆立つ恐怖と戦いっ ,ゝ塔の目前にたどりつ
き,夕闇に向かって,昂然と高らかに,側臥を吹き鳴したという所を読ん
だ時,Phelpsはそのsolemnlysplendidな様子に打たれ,"shoutorphysical
exultation"を抑制することが出来ないまでに感動したとしるしている｡そ
¢2)ArthurSymons;AnlntT･OductionlothestudyofBT･OWning
(E.P.Duton&Co.,NewYork,1923)pp.118-119.
¢功WiliamLyonPhelps;RobeT･tBrouノningHowToKnowHim
(TheBobbs･MerrilCo.Jndianapolis,1915)pp.231-232.
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の時の感動の深さを綴ったPhelpsの言葉が筆者に強い印象を残したので,こゝ
に引用しておくことにする｡
-thecloseissosolemnlysplendedthatitisdifficulttorepress
ashoutorphysicalexultation.Onelonelyman,inthepresence
oralthePowersoftheAir,sendsoutanhonestblastor
defiance-t'heindividualWilagainstthemalignantforcesofthe
wholeuniverse.料
彼は又"Hethatendurethtotheendshalbesaved."と痛感したのであ
る｡そして"Thuswemaytakethiswholyromanticpoem asonemore
nobleilustrationorBrownlng'sfavoritedoctrine-SuccessinFailure."
軸と述べ論を終えているo
ChildeRolandがalegoryでないという立場を堅持する学者たちの中から
BrookeとDeVaneにスポットをあて ,ゝ彼等の主張に耳を傾けてみよう｡多
くの人々は詩の中に何かalegoryofhumanlireのような物を見出そうとす
るが,Brookeは作者自身がそれを否定しているのだから,それ程たしかなこ
とはないではないかと言う｡しかし一方では彼はすべてのstoryは h`asat
itsrootthemainelementsofhumannature"だから"itisalways
possibletomakeanalegoryoutofanyoneofthem.'凶と言い,もし
我々が物語を利用して,寓話を作りたければ,それは可能であるとも言う｡
た ゞLChildeRolandは "- isnothingmorethanagalopovertfle
moorlandsorimaglnation;- ButonethinglSplaininit:itisanout-
comeorthatpassionforthemysticalworld,foradventure,forthe
unknown,whichliesattherootoftheromantictree.'咽であると興味深
いcommentをしている｡更に彼は我々が往々にして感じているBrowning
C4)L'bid.,p.237.
¢SIStopfordA.Brooke;ThePoetryo/RobertBrowning(ThomasY.
CrowelCompany,NewYork,1902)p.276.
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の難点がこの詩の中にもあるという｡ つまり,"Browning'spoem is
toomuchinthevague.Theromantictalesareclearinoutline;thisisnot."
餌と手厳しく批評しているO
最後にDeVaneの説に移ってみよう｡彼は特に日新らしいことは言っていな
いが,次の言葉を引用しておくことにして止めておきたい｡"ChildeRoland
isoneorthemostimaginativeandnobleorBrowning'spoems,and
hastakenitsplaceamongthegreatexpressionsofcourageinEnglish
literature." 田
おわりに
ChildeRolandの詩が寓話詩であるか,否かについて,長い間論争されてい
るが,なかなか均が明かないらしく,はっきりした結論は出されていないよう
である｡筆者も昨年の第9号の紀要と本年第10号に書いて見たが,厳密な意味
で,自分自身にまだ,いずれとも,決着がつけられないでいる始末である｡机
上にある資料を相手にこれから更に研究を続けて行く積りである｡
¢Qibid.p.275.
的 WiliamClydeDeVane;ibid.,p.207.
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